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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空調制御対象である施設の環境に関する計測値を所定時間間隔で取得する計測値取得手
段と、
　前記計測値取得手段で前記計測値を取得すると、この計測値に基づいて、目標とする環
境になるように前記施設の空気を調整する空調機に関する温度設定値を第１温度設定値と
して算出し、前記空調機に設定させるために出力する第１制御手段と、
　前記空調機に設定された前記第１温度設定値が手動で変更されたことを検知すると、前
記第１制御手段による第１温度設定値の出力をロックし所定時間経過した後から、変更後
の温度設定値から前記第１温度設定値まで、前記空調機に関する温度設定値を第２温度設
定値として所定時間経過ごとに段階的に算出して出力し、算出した前記第２温度設定値が
前記第１温度設定値と同値になったことを検知したときに、前記第１温度設定値の出力の
ロックを解除する第２制御手段と、
　を備えることを特徴とする遠隔空調制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の遠隔空調制御装置であって、
　前記第２制御手段は、前記第１温度設定値の出力をロックし所定時間経過した後から、
変更後の温度設定値から前記第１温度設定値まで、前記空調機に関する温度設定値を第２
温度設定値として所定時間経過ごとに段階的に算出して出力し、算出した前記第２温度設
定値が前記第１温度設定値と同値になる前に、当該空調機に予め設定された運転休止時間
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帯に入ったことを検知ときには、前記運転休止時間帯が経過し前記空調機の運転が再開さ
れたときに前記ロックを解除する
ことを特徴とする遠隔空調制御装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の遠隔空調制御装置であって、
　前記第２制御手段は、前記第１温度設定値の出力をロックしてから所定時間経過した後
から、変更後の温度設定値から前記第１温度設定値まで、前記空調機に関する温度設定値
を第２温度設定値として所定時間経過ごとに段階的に算出して出力し、算出した前記第２
温度設定値が前記第１温度設定値と同値になる前に、当該空調機に予め設定された運転休
止時間帯に入り、さらにこの運転休止時間帯に入ってから所定時間経過するまでに手動操
作により運転が再開されたことを検知したときには、前記第１温度設定値の出力のロック
を継続するとともに前記第２温度設定値の算出処理を再開し、算出した前記第２温度設定
値が前記第１温度設定値と同値になったことを検知したとき、または手動操作により再度
運転が休止され前記運転休止時間帯が経過し前記空調機の運転が再開されたことを検知し
たときには、前記ロックを解除する
ことを特徴とする遠隔空調制御装置。
【請求項４】
　空調制御対象である施設の環境に関する計測値を所定時間間隔で取得するステップと、
　前記計測値を取得すると、この計測値に基づいて、目標とする環境になるように前記施
設の空気を調整する空調機に関する温度設定値を第１温度設定値として算出するステップ
と、
　前記第１温度設定値が算出されると、この第１温度設定値を前記空調機に設定させるた
めに出力するステップと、
　前記空調機に設定された前記第１温度設定値が手動で変更されたことを検知すると、前
記第１温度設定値の出力をロックするステップと、
　前記第１温度設定値の出力をロックし所定時間経過した後から、変更後の温度設定値か
ら前記第１温度設定値まで、前記空調機に関する温度設定値を第２温度設定値として所定
時間経過ごとに段階的に算出して出力し、算出した前記第２温度設定値が前記第１温度設
定値と同値になったことを検知したときに、前記第１温度設定値の出力のロックを解除す
るステップと、
を有することを特徴とする遠隔空調制御方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の遠隔空調制御方法であって、
　前記ロックを解除するステップにおいて、算出した前記第２温度設定値が前記第１温度
設定値と同値になる前に、当該空調機に予め設定された運転休止時間帯に入ったことを検
知したときには、前記運転休止時間帯が経過し前記空調機の運転が再開されたときに前記
ロックを解除する
ことを特徴とする遠隔空調制御方法。
【請求項６】
　請求項４に記載の遠隔空調制御方法であって、
　算出した前記第２温度設定値が前記第１温度設定値と同値になる前に、当該空調機に予
め設定された運転休止時間帯に入り、さらにこの運転休止時間帯に入ってから所定時間経
過するまでに手動操作により運転が再開されたことを検知したときには、前記第１温度設
定値の出力のロックを継続するとともに前記第２温度設定値の算出処理を再開するステッ
プ
をさらに有し、
　前記ロックを解除するステップにおいて、算出した前記第２温度設定値が前記第１温度
設定値と同値になったことを検知したとき、または手動操作により再度運転が休止され前
記運転休止時間帯が経過し前記空調機の運転が再開されたことを検知したときには、前記
ロックを解除する
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ことを特徴とする遠隔空調制御方法。
【請求項７】
　空調制御対象である施設に設置される空調システムと、遠隔空調制御装置と、が接続さ
れる遠隔空調管理システムにおいて、
　前記空調システムは、
　前記施設の環境に関する計測値を所定時間間隔で計測する計測装置と、
　前記遠隔空調制御装置から受信する温度設定値、または自装置に入力される温度設定値
を設定して前記施設内の空気の調整を行う空調機と、
を備え、
　前記遠隔空調制御装置は、
　前記空調システムの計測装置で計測された計測値を取得する計測値取得手段と、
　前記計測値取得手段で前記計測値を取得すると、この計測値に基づいて、目標とする環
境になるように前記空調機に関する温度設定値を第１温度設定値として算出し、前記空調
機に設定させるために出力する第１制御手段と、
　前記空調機に設定された前記第１温度設定値が手動で変更されたことを検知すると、前
記第１制御手段による第１温度設定値の出力をロックし、所定時間経過した後から、変更
後の温度設定値から前記第１温度設定値まで、前記空調機に関する温度設定値を第２温度
設定値として所定時間経過ごとに段階的に算出して出力し、算出した前記第２温度設定値
が前記第１温度設定値と同値になったことを検知したときに、前記第１温度設定値の出力
のロックを解除する第２制御手段と、
　を備えることを特徴とする遠隔空調管理システム。
【請求項８】
　空調制御対象である施設に設置された空調システムに接続される遠隔空調制御装置に、
　前記施設の環境に関する計測値を所定時間間隔で取得する機能と、
　前記計測値を取得すると、この計測値に基づいて、目標とする環境になるように前記施
設の空気を調整する空調機に関する温度設定値を第１温度設定値として算出する機能と、
　前記第１温度設定値が算出されると、この第１温度設定値を前記空調機に設定させるた
めに出力する機能と、
　前記空調機に設定された前記第１温度設定値が手動で変更されたことを検知すると、前
記第１温度設定値の出力をロックする機能と、
　前記第１温度設定値の出力をロックし所定時間経過した後から、変更後の温度設定値か
ら前記第１温度設定値まで、前記空調機に関する温度設定値を第２温度設定値として所定
時間経過ごとに段階的に算出して出力し、算出した前記第２温度設定値が前記第１温度設
定値と同値になったことを検知したときに、前記第１温度設定値の出力のロックを解除す
る機能と、
を実行させる遠隔空調制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遠隔地の施設の空調を制御する遠隔空調制御装置、遠隔空調制御方法、遠隔
空調管理システム、および遠隔空調制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、大型ビルなどの複数台の空調機が設置された施設において、これらの空調機の運
転を中央の管理サーバで集中的に管理するシステムがある。
【０００３】
　この管理サーバでは、個々の空調機における制御対象の室内の温度計測値、湿度計測値
等を取得してそれぞれの部屋の快適性指数値（例えばＰＭＶ：Predicted Mean Vote）を
算出し、さらにこの快適性指数値に基づいてそれぞれの空調機の設定温度値等を算出して
該当する空調機に送信することで複数の空調機の運転を管理している。
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【０００４】
　また、この管理サーバを空調機が設置されている施設から遠隔の場所に設置し、複数の
施設内の空調機の運転を集中管理するシステムが特許文献１に記載されている。
【０００５】
　特許文献１の空調装置の遠隔監視システムは、複数のビルディングにそれぞれ設置され
ている空調機の運転状態を遠隔地のサーバから集中的に監視するものである。このシステ
ムを利用することにより、空調機の調整担当者が何度も現地へ赴いて各種設定値を調整し
直す必要がなく、容易に複数の空調機を自動的に最適調整することができる。
【特許文献１】特開２００１－２８０６７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、この特許文献１に記載のような遠隔監視システムで空調が制御されても、室
内の温度計測値、湿度計測値を取得するセンサの位置が不適当な場合などに在室者が不快
を申し出ることがあり、この申し出に対して現地のオペレータにより手動で空調機の温度
設定値が変更されることもある。
【０００７】
　しかし、遠隔監視システムでは中央のサーバから定期的に温度設定値が各空調機に送信
されるため、現地で快適な温度に設定変更されたにもかかわらず、この変更された温度設
定値がすぐにサーバから送信される温度設定値で上書きされてしまい、現地で行われた操
作が反映されないという問題があった。
【０００８】
　このような場合に、現地で行われた操作をある程度反映させたり、タイミングを見計ら
って自動運転に戻したりするには、上記のサーバ側に監視員が常駐してこれらの処理を手
動で行う必要がある。しかし、手動による処理では、効率的に複数の空調機を監視するこ
とができない。
【０００９】
　特に、空調機が設置されている場所と、監視するサーバが設置されている場所とが異な
る国で時差がある場合には、夜中でも監視員を常駐させなければならない場合があり、さ
らに非効率的であるという問題があった。
【００１０】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、空調制御対象の施設に設置された空調
機の運転を、空調機設置場所と時差があるような遠隔地であっても効率良く管理すること
ができる遠隔空調制御装置、遠隔空調制御方法、遠隔空調管理システム、および遠隔空調
制御プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するための本発明の遠隔空調制御装置は、空調制御対象である施設の環
境に関する計測値を所定時間間隔で取得する計測値取得手段と、前記計測値取得手段で前
記計測値を取得すると、この計測値に基づいて、目標とする環境になるように前記施設の
空気を調整する空調機に関する温度設定値を第１温度設定値として算出し、前記空調機に
設定させるために出力する第１制御手段と、前記空調機に設定された前記第１温度設定値
が手動で変更されたことを検知すると、前記第１制御手段による第１温度設定値の出力を
ロックし所定時間経過した後から、変更後の温度設定値から前記第１温度設定値まで、前
記空調機に関する温度設定値を第２温度設定値として所定時間経過ごとに段階的に算出し
て出力し、算出した前記第２温度設定値が前記第１温度設定値と同値になったことを検知
したときに、前記第１温度設定値の出力のロックを解除する第２制御手段とを備えること
を特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の遠隔空調制御方法は、空調制御対象である施設の環境に関する計測値を
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所定時間間隔で取得するステップと、前記計測値を取得すると、この計測値に基づいて、
目標とする環境になるように前記施設の空気を調整する空調機に関する温度設定値を第１
温度設定値として算出するステップと、前記第１温度設定値が算出されると、この第１温
度設定値を前記空調機に設定させるために出力するステップと、前記空調機に設定された
前記第１温度設定値が手動で変更されたことを検知すると、前記第１温度設定値の出力を
ロックするステップと、前記第１温度設定値の出力をロックし所定時間経過した後から、
変更後の温度設定値から前記第１温度設定値まで、前記空調機に関する温度設定値を第２
温度設定値として所定時間経過ごとに段階的に算出して出力し、算出した前記第２温度設
定値が前記第１温度設定値と同値になったことを検知したときに、前記第１温度設定値の
出力のロックを解除するステップとを有することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の空調制御システムは、空調制御対象である施設に設置される空調システ
ムと、遠隔空調制御装置と、が接続される遠隔空調管理システムであって、前記空調シス
テムは、前記施設の環境に関する計測値を所定時間間隔で計測する計測装置と、前記遠隔
空調制御装置から受信する温度設定値、または自装置に入力される温度設定値を設定して
前記施設内の空気の調整を行う空調機とを備え、前記遠隔空調制御装置は、前記空調シス
テムの計測装置で計測された計測値を取得する計測値取得手段と、前記計測値取得手段で
前記計測値を取得すると、この計測値に基づいて、目標とする環境になるように前記空調
機に関する温度設定値を第１温度設定値として算出し、前記空調機に設定させるために出
力する第１制御手段と、前記空調機に設定された前記第１温度設定値が手動で変更された
ことを検知すると、前記第１制御手段による第１温度設定値の出力をロックし、所定時間
経過した後から、変更後の温度設定値から前記第１温度設定値まで、前記空調機に関する
温度設定値を第２温度設定値として所定時間経過ごとに段階的に算出して出力し、算出し
た前記第２温度設定値が前記第１温度設定値と同値になったことを検知したときに、前記
第１温度設定値の出力のロックを解除する第２制御手段とを備えることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の遠隔空調制御プログラムは、空調制御対象である施設に設置される空調
システムに接続される遠隔空調制御装置に、前記施設の環境に関する計測値を所定時間間
隔で取得する機能と、前記計測値を取得すると、この計測値に基づいて、目標とする環境
になるように前記施設の空気を調整する空調機に関する温度設定値を第１温度設定値とし
て算出する機能と、前記第１温度設定値が算出されると、この第１温度設定値を前記空調
機に設定させるために出力する機能と、前記空調機に設定された前記第１温度設定値が手
動で変更されたことを検知すると、前記第１温度設定値の出力をロックする機能と、前記
第１温度設定値の出力をロックし所定時間経過した後から、変更後の温度設定値から前記
第１温度設定値まで、前記空調機に関する温度設定値を第２温度設定値として所定時間経
過ごとに段階的に算出して出力し、算出した前記第２温度設定値が前記第１温度設定値と
同値になったことを検知したときに、前記第１温度設定値の出力のロックを解除する機能
とを実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の遠隔空調制御装置、遠隔空調制御方法、遠隔空調管理システム、および遠隔空
調制御プログラムによれば、空調制御対象の施設に設置された空調機の運転を、空調機設
置場所と時差があるような遠隔地であっても効率良く管理することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　〈一実施形態による遠隔空調管理システムの構成〉
　本発明の一実施形態による遠隔空調管理システムの構成について、図１を参照して説明
する。
【００１７】
　本実施形態による遠隔空調管理システム１は、空調制御対象のビルに設けられた空調シ
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ステム１０と、このビルから遠隔地にある遠隔空調制御装置２０とが、ネットワークを介
して接続されて構成されている。ここでは、空調システム１０と遠隔空調制御装置２０と
を接続するネットワークがＶＰＮ（Virtual Private Network）３０で構成されているも
のとする。
【００１８】
　また、ビル内には複数の空調制御対象の空間があるが、本実施形態においては空調制御
対象の空間が２つ（室内Ａ、Ｂ）の場合について説明する。
【００１９】
　本実施形態の空調システム１０は、室内温湿度センサ１０１－１および１０１－２と、
空調機１０２－１および１０２－２と、ＤＤＣ（Direct Digital Control）１０３－１お
よび１０３－２と、外気温湿度センサ１０４と、変換器１０５と、監視装置１０６と、ル
ータ１０７とから構成され、ＤＤＣ１０３－１および１０３－２と、変換器１０５と、監
視装置１０６と、ルータ１０７とは、当該ビル内に構築されたビル内ネットワーク１０８
で接続されている。
【００２０】
　室内温湿度センサ１０１－１は、室内Ａに設置され、室内Ａの温度および湿度を計測し
、計測結果をＤＤＣ１０３－１に送出する。室内温湿度センサ１０１－２は、室内Ｂに設
置され、室内Ｂの温度および湿度を計測し、計測結果をＤＤＣ１０３－２に送信する。
【００２１】
　空調機１０２－１は、ＤＤＣ１０３－１から温度設定値を取得し、この温度設定値に基
づいて空気を調整して室内Ａに送風する。空調機１０２－２は、ＤＤＣ１０３－２から温
度設定値を取得し、この温度設定値に基づいて空気を調整して室内Ｂに送風する。
【００２２】
　ＤＤＣ１０３－１は、室内温湿度センサ１０１－１から室内Ａの温度および湿度の計測
結果を取得するとこれらに基づいて室内温度計測値および室内湿度計測値を算出し、現在
空調機１０２－１に設定されている現在温度設定値とともにビル内ネットワーク１０８を
介して監視装置１０６に送信する。
【００２３】
　また、ＤＤＣ１０３－１は、ビル内ネットワーク１０８を介してルータ１０７または監
視装置１０６から空調機１０２－１の温度設定値を受信すると、この温度設定値を現在温
度設定値として空調機１０２－１に上書き設定する。
【００２４】
　ＤＤＣ１０３－２は、室内温湿度センサ１０１－２から室内Ｂの温度および湿度の計測
結果を取得するとこれらに基づいて室内温度計測値および室内湿度計測値を算出し、現在
空調機１０２－２に設定されている現在温度設定値とともにビル内ネットワーク１０８を
介して監視装置１０６に送信する。
【００２５】
　また、ＤＤＣ１０３－２は、ビル内ネットワーク１０８を介してルータ１０７または監
視装置１０６から空調機１０２－２の温度設定値を受信すると、この温度設定値を現在温
度設定値として空調機１０２－２に上書き設定する。
【００２６】
　外気温湿度センサ１０４は、空調制御対象のビルの外側に設置され、外気の温度および
湿度を計測し、計測結果を変換器１０５に送信する。
【００２７】
　変換器１０５は、外気温湿度センサ１０４から外気の温度および湿度の計測結果を取得
するとこれらに基づいて外気温度計測値および外気湿度計測値を算出し、ビル内ネットワ
ーク１０８を介して監視装置１０６に送信する。
【００２８】
　監視装置１０６は、ＤＤＣ１０３－１、１０３－２から受信した室内Ａ、Ｂの室内温度
計測値および室内湿度計測値と、空調機１０２－１、１０２－２に設定されている現在温
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度設定値と、変換器１０５から受信した外気温度計測値および外気湿度計測値とを、空調
システム１０の状態値として記憶するとともに、これらをモニタ（図示せず）に表示する
ことによりオペレータにこれらの情報を提供する。
【００２９】
　また、監視装置１０６は、表示した情報に基づいていずれかの空調機の温度設定値を変
更するための変更温度設定値がオペレータにより入力されると、この入力された変更温度
設定値を該当するＤＤＣ１０３－１または１０３－２に送信する。
【００３０】
　また、監視装置１０６は、ルータ１０７およびＶＰＮ３０を介して遠隔空調制御装置２
０から現在の空調システム１０の状態値を取得するための状態値取得要求を受信すると、
記憶している最新の状態値を遠隔空調制御装置２０に送信する。
【００３１】
　ルータ１０７は、ＶＰＮ３０に接続され、ＶＰＮ３０を介して遠隔空調制御装置２０か
ら各空調機に設定させるための温度設定値を受信すると、これを該当するＤＤＣ１０３－
１または１０３－２に送信する。
【００３２】
　また、ルータ１０７は、ＶＰＮ３０を介して接続されている遠隔空調制御装置２０と、
ビル内ネットワーク１０８を介して接続されている装置（ＤＤＣ１０３－１、１０３－２
、変換器１０５、監視装置１０６）との通信を中継する。
【００３３】
　遠隔空調制御装置２０は、図２に示すように、送受信部２０１と、状態値取得要求部２
０２と、計測値取得部２０３と、現在温度設定値取得部２０４と、室内ＰＭＶ値算出部２
０５と、目標ＰＭＶ値記憶部２０６と、第１温度設定値算出部２０７と、第１温度設定値
出力部２０８と、温度設定値監視部２０９と、温度設定値出力制御部２１０と、第２温度
設定値算出部２１１と、第２温度設定値出力部２１２と、温度設定値比較部２１３と、履
歴保存部２１４とを有する。
【００３４】
　この遠隔空調制御装置２０は空調システム１０内の空調機１０２－１、１０２－２の温
度設定値を自動で制御するものであり、空調システム１０側で手動で空調機１０２－１ま
たは１０２－２の温度設定値が変更されたときに、この変更後の温度設定値を同日中はキ
ープする設定値キープモードか、変更後の温度設定値を自装置の自動制御による温度設定
値に戻す設定値変更モードかのいずれかのモードで動作する。
【００３５】
　送受信部２０１は、ＶＰＮ３０に接続され、ＶＰＮ３０を介して空調システム１０との
通信を行う。
【００３６】
　状態値取得要求部２０２は、予め設定された時間間隔で、空調システム１０の状態値を
取得するための状態値取得要求を、送受信部２０１を介して空調システム１０に送信する
。この時間間隔は、空調システム１０の空調機１０２－１、１０２－２に設定する温度設
定値を、環境の変化に対応して適切な値に設定し直すことができるように設定されるもの
であり、通常は適切な温度設定値の変化は１時間あたり１℃未満程度であることから、こ
の時間間隔は１０分程度で十分である。
【００３７】
　計測値取得部２０３は、状態値取得要求部２０２から状態値取得要求が送信されたこと
に対応して空調システム１０から送信された状態値のうち、室内Ａ、Ｂの室内温度計測値
および室内湿度計測値と、外気温度計測値および外気湿度計測値とを取得する。
【００３８】
　現在温度設定値取得部２０４は、状態値取得要求部２０２から状態値取得要求が送信さ
れたことに対応して空調システム１０から送信された状態値のうち、空調機１０２－１、
１０２－２に現在設定されている現在温度設定値を取得する。
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【００３９】
　室内ＰＭＶ値算出部２０５は、計測値取得部２０３で取得した室内Ａ、Ｂの室内温度計
測値および室内湿度計測値と、外気温度計測値および外気湿度計測値とに基づいて、室内
Ａ、Ｂそれぞれの現在の快適性を示す室内ＰＭＶ値を算出する。
【００４０】
　目標ＰＭＶ値記憶部２０６は、制御目標となる快適性指数を示す目標ＰＭＶ値を予め記
憶する。
【００４１】
　第１温度設定値算出部２０７は、室内ＰＭＶ値算出部２０５で算出された室内Ａ、Ｂそ
れぞれの室内ＰＭＶ値と、目標ＰＭＶ値記憶部２０６に記憶されている目標ＰＭＶ値とか
ら、該当する室内Ａ、Ｂにそれぞれ対応する空調機１０２－１および１０２－２の温度設
定値を第１温度設定値として算出する。
【００４２】
　第１温度設定値出力部２０８は、第１温度設定値算出部２０７で算出された室内Ａ、Ｂ
の第１温度設定値と、現在温度設定値取得部２０４で取得された現在の空調機１０２－１
、１０２－２の現在温度設定値とが異なっているときに、第１温度設定値算出部２０７で
算出された第１温度設定値を送受信部２０１を介して空調システム１０に送信する。
【００４３】
　温度設定値監視部２０９は、現在温度設定値取得部２０４で取得された空調機１０２－
１、１０２－２に設定されている現在温度設定値が、第１温度設定値出力部２０８または
第２温度設定値出力部２１２から出力され送受信部２０１から空調システム１０に既に送
信された温度設定値のうち、最新の温度設定値と同じであるか否かを監視し、異なってい
ることを検知したときには「空調システム１０側で手動で温度設定値が変更された」と判
断し、この判断結果を温度設定値出力制御部２１０に送出する。
【００４４】
　温度設定値出力制御部２１０は、温度設定値監視部２０９から「空調システム１０側で
手動で温度設定値が変更された」と判断された結果を取得すると、第１温度設定値出力部
２０８から第１温度設定値が出力されないようにロックする。
【００４５】
　また、温度設定値出力制御２１０は、設定値キープモードで動作しているときは、第１
温度設定値出力部２０８における第１温度設定値の出力をロックした後に、空調機１０２
－１、１０２－２の運転に予め設定された日付変更時を含む運転休止時間帯を経過し空調
機１０２－１、１０２－２の運転が再開されたことを検知すると、第１温度設定値出力部
２０８からの第１温度設定値の出力が再開されるように前記第１温度設定値の出力のロッ
クを解除する。
【００４６】
　また、温度設定値出力制御部２１０は、設定値変更モードで動作しているときは、第１
温度設定値出力部２０８における第１温度設定値の出力をロックした後に、後述する温度
設定値比較部２１３における比較の結果、第１温度設定値と第２温度設定値とが同じにな
ったことを検知すると、第１温度設定値出力部２０８からの第１温度設定値の出力が再開
されるようにロックを解除する。
【００４７】
　第２温度設定値算出部２１１は、設定値変更モードで動作しているときに、「空調シス
テム１０側で手動で温度設定値が変更された」と温度設定値監視部２０９で判断されると
、この変更後の現在温度設定値を取得し、この変更された現在温度設定値を第１温度設定
値算出部２０７で算出された最新の第１温度設定値に戻すための、所定時間ごとの温度設
定値を第２温度設定値として算出する。
【００４８】
　第２温度設定値出力部２１２は、第２温度設定値算出部２１１で算出された第１温度設
定値を、送受信部２０１を介して空調システム１０に送信する。
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【００４９】
　温度設定値比較部２１３は、第１温度設定値算出部２０７で算出された第１温度設定値
と、第２温度設定値算出部２１１で算出された第２温度設定値とを室内Ａ、Ｂごとにそれ
ぞれ比較し、同じであるか異なっているかを判定し、温度設定値出力制御部２１０に送出
する。
【００５０】
　履歴保存部２１４は、温度設定値出力制御部２１０により第１温度設定値の出力がロッ
クされたときの、時刻と、空調対象ビルおよび該当する空調機を識別する系統名と、該当
する空調機１０２において手動で変更される前および変更された後の温度設定値と、該当
する室内のＰＭＶ値と、室内温度計測値と、室内湿度計測値と、外気温度計測値と、外気
湿度計測値と、必要に応じて輻射温度などを履歴情報として保存する。
【００５１】
　また、履歴保存部２１４は、温度設定値出力制御部２１０により第１温度設定値の出力
のロックが解除され再度第１温度設定値が出力されるようになったときの、時刻と、空調
対象ビルおよび該当する空調機を識別する系統名と、該当する空調機の温度設定値と、該
当する室内のＰＭＶ値と、室内温度計測値と、室内湿度計測値と、外気温度計測値と、外
気湿度計測値と、必要に応じて輻射温度などを履歴情報として保存する。
【００５２】
　〈一実施形態による遠隔空調管理システムの動作〉
　次に、本実施形態による遠隔空調管理システムの動作について、図３のシーケンス図を
参照して説明する。
【００５３】
　まず、遠隔空調管理システムが稼動されると、空調システム１０内の室内温湿度センサ
１０１－１、１０１－２において、所定時間間隔で空調制御対象の室内Ａ、Ｂの温度およ
び湿度が計測され、計測結果がＤＤＣ１０３－１、１０３－２に送信される。
【００５４】
　ＤＤＣ１０３－１、１０３－２では、室内温湿度センサ１０１－１、１０１－２から送
信された温度および湿度の計測結果が受信され、この計測結果に基づいて室内温度計測値
および室内湿度計測値が算出される。算出された室内温度計測値および室内湿度計測値は
、現在空調機１０２－１、１０２－２に設定されている現在温度設定値とともに、ＤＤＣ
１０３－１、１０３－２からビル内ネットワーク１０８を介して監視装置１０６に送信さ
れ記憶される（Ｓ１）。
【００５５】
　また、外気温湿度センサ１０４においても所定時間間隔で空調制御対象のビルの外側の
外気の温度および湿度が計測され、計測結果が変換器１０５に送信される。
【００５６】
　変換器１０５では、外気温湿度センサ１０４から送信された温度および湿度の計測結果
が受信され、この計測結果に基づいて外気温度計測値および外気湿度計測値が算出される
。算出された外気温度計測値および外気湿度計測値は、変換器１０５からビル内ネットワ
ーク１０８を介して監視装置１０６に送信され記憶される（Ｓ２）。
【００５７】
　また監視装置１０６では、記憶している状態値がモニタに表示されることでオペレータ
にこれらの情報が提供される。
【００５８】
　このように室内温度計測値、室内湿度計測値、現在温度設定値、外気温度計測値、外気
湿度計測値が、状態値として所定時間間隔で監視装置１０６に記憶されている状態で、遠
隔空調制御装置２０の状態値取得要求部２０２から予め設定された時間間隔で、空調シス
テム１０の状態値を取得するための状態値取得要求が、送受信部２０１を介して空調シス
テム１０に送信される（Ｓ３）。
【００５９】
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　空調システム１０に送信された状態値取得要求はルータ１０７を介して監視装置１０６
で受信され、これに対応して監視装置１０６に記憶されている最新の状態値がルータ１０
７を介して遠隔空調制御装置２０に送信される（Ｓ４）。
【００６０】
　遠隔空調制御装置２０では、空調システム１０から送信された状態値が送受信部２０１
を介して受信され、受信された状態値のうち、室内Ａ、Ｂの室内温度計測値および室内湿
度計測値と、外気温度計測値および外気湿度計測値とが計測値取得部２０３で取得され、
現在温度設定値が現在温度設定値取得部２０４で取得される。
【００６１】
　計測値取得部２０３において室内Ａ、Ｂの室内温度計測値および室内湿度計測値と、外
気温度計測値および外気湿度計測値とが取得されると、これらの計測値と目標ＰＭＶ値記
憶部２０６に記憶されている目標ＰＭＶ値とから、該当する室内Ａ、Ｂにそれぞれ対応す
る空調機１０２－１および１０２－２の温度設定値が、第１温度設定値として第１温度設
定値算出部２０７において算出される（Ｓ５）。
【００６２】
　また、現在温度設定値取得部２０４において現在温度設定値が取得されると、この取得
された現在温度設定値と、送受信部２０１から空調システム１０に既に送信された温度設
定値のうち最新の温度設定値とが同じであるか否かが温度設定値監視部２０９において監
視されることにより、空調システム１０が設置されている現地において手動で空調機１０
２－１、１－２－２の現在温度設定値が変更されたか否かが判断される。ここでは、取得
した現在温度設定値と既に送信した最新の温度設定値とは同じであり、温度設定値は手動
で変更されていないと判断されたものとする（Ｓ６）。
【００６３】
　第１温度設定値算出部２０７において算出された室内Ａ、Ｂの第１温度設定値は、これ
らの第１温度設定値と現在温度設定値取得部２０４で取得された現在温度設定値とが同じ
であれば空調機１０２－１、１０２－２の温度設定値を設定し直す必要がないため第１温
度設定値出力部２０８から出力されず、第１温度設定値と現在温度設定値とが異なってい
れば第１温度設定値出力部２０８から出力されて送受信部２０２を介して空調システム１
０に送信される（Ｓ７）。
【００６４】
　空調システム１０では、遠隔空調制御装置２０から第１温度設定値が送信されるとルー
タ１０７で受信され、該当するＤＤＣ１０３－１、１０３－２に送信される。
【００６５】
　ＤＤＣ１０３－１、１０３－２では、第１温度設定値を受信すると接続された空調機１
０２－１、１０２－２に送信し、この第１温度設定値が現在温度設定値として上書き設定
される（Ｓ８）。
【００６６】
　以上のようにステップＳ１～Ｓ８の処理が繰り返し実行されることで、遠隔空調制御装
置２０により空調システム１０の空調制御状態を学習しながら第１制御としてのＰＭＶ制
御処理が実行される、ニューロＰＭＶ制御が行われる。
【００６７】
　このニューロＰＭＶ制御の詳細な処理については、特許第３０４９２６６号公報、特開
２００１－８２７８２号公報等に記載された方法を利用することができる。
【００６８】
　このニューロＰＭＶ制御が実行されている状態で、例えば空調システム１０による空調
制御対象の室内Ａの在室者から「暑い」という苦情を受けると、空調機１０２－１の温度
設定値を現在よりも低い温度に変更するため、空調システム１０を監視するオペレータの
手動操作により監視装置１０６から現在温度設定値よりも低い変更温度設定値が入力され
、ＤＤＣ１０３－１に送信される（Ｓ９）。ＤＤＣ１０３－１に送信された変更温度設定
値は空調機１０２－１に送信され、現在温度設定値として上書き設定される（Ｓ１０）。
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【００６９】
　その後、遠隔空調制御装置２０の状態値取得要求部２０２に予め設定された時間間隔が
経過したことにより状態値取得要求が状態値取得要求部２０２から空調システム１０に送
信されると、この状態値取得要求が空調システム１０の監視装置１０６で受信される（Ｓ
１１）。
【００７０】
　監視装置１０６において状態値取得要求が受信されると、これに対応して監視装置１０
６に記憶されている最新の状態値がルータ１０７を介して遠隔空調制御装置２０に送信さ
れる（Ｓ１２）。
【００７１】
　遠隔空調制御装置２０では、空調システム１０から送信された状態値が送受信部２０１
を介して受信され、室内Ａ、Ｂの室内温度計測値および室内湿度計測値と、外気温度計測
値および外気湿度計測値とが計測値取得部２０３で取得され、現在温度設定値が現在温度
設定値取得部２０４で取得される。
【００７２】
　計測値取得部２０３において室内Ａ、Ｂの室内温度計測値および室内湿度計測値と、外
気温度計測値および外気湿度計測値とが取得されると、ステップＳ５の処理と同様に第１
温度設定値が算出される（Ｓ１３）。
【００７３】
　また、現在温度設定値取得部２０４において現在温度設定値が取得されると、ステップ
Ｓ６の処理と同様に、温度設定値監視部２０９において空調システム１０が設置されてい
る現地において手動で空調機１０２－１、１－２－２の現在温度設定値が変更されたか否
かが判断される。
【００７４】
　ここでは、ステップＳ１０において空調機１０２－１の温度設定値が手動で変更されて
いるため取得した現在温度設定値と既に送信した最新の温度設定値とが異なり、温度設定
値監視部２０９において「空調システム１０側で手動で温度設定値が変更された」ことが
検知される（Ｓ１４）。
【００７５】
　温度設定値監視部２０９において「空調システム１０側で手動で温度設定値が変更され
た」ことが検知されると、第２制御としての手動変更時の制御が開始され、温度設定値出
力制御部２１０の制御により、第１温度設定値出力部２０８からの第１温度設定値の出力
がロックされることによりニューロＰＭＶ制御が一旦停止される（Ｓ１５）。このとき、
第１温度設定値算出部２０７における第１温度設定値算出処理は継続して行われる。
【００７６】
　ここで、温度設定値監視部２０９において「空調システム１０側で手動で温度設定値が
変更された」と判断され第１温度設定値の出力がロックされると、このときの時刻と、空
調対象ビルおよび該当する空調機を識別する系統名と、該当する空調機１０２－１におい
て手動で変更される前および変更された後の温度設定値と、該当する室内のＰＭＶ値と、
室内温度計測値と、室内湿度計測値と、外気温度計測値と、外気湿度計測値と、必要に応
じて輻射温度などが履歴情報として保存される（Ｓ１６）。
【００７７】
　このようにしてニューロＰＭＶ制御が停止されることで、空調システム１０側で在室者
が快適と感じるように手動で変更された温度設定値が一時的に有効になるが、遠隔空調制
御装置２０によるニューロＰＭＶ制御による自動運転を再開するには適度なタイミングで
この手動で変更された温度設定値による空調をニューロＰＭＶ制御による空調に戻さなけ
ればならない。
【００７８】
　そこで、以下に示すように、手動により変更された温度設定値を同日中はキープする設
定値キープモードかまたは、手動に変更された温度設定値を遠隔空調制御装置２０の自動
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制御による温度設定値に徐々に変更させて戻す設定値変更モードのいずれかのモードによ
り、手動で変更された温度設定値による空調をニューロＰＭＶ制御による空調に戻す処理
が行われる。
【００７９】
　それぞれのモードにおける処理について、図４を参照して説明する。
【００８０】
　（１）設定値キープモードによる処理
　図４（ａ）は、空調システム１０側で手動で変更された現在温度設定値を当日中は有効
とする設定値キープモードに設定した場合の、当該空調機の現在温度設定値の変化の一例
を示す図である。
【００８１】
　図４（ａ）に示すように、設定値キープモードでは、例えば空調システム１０の空調機
１０２－１の現在温度設定値が第１温度設定値（T1）として算出された「２６℃」から２
０時に手動で「２４℃」に変更されると、温度設定値出力制御部２１０により第１温度設
定値の出力がロックされ、同日中はこの「２４℃」が有効となり、継続して当該空調機１
０２－１に設定される。
【００８２】
　その後、２２時になり予め設定された当該空調機１０２－１の運転休止時間帯（P0）に
入り、さらに運転休止時間帯（P0）が経過して翌日の７時になり空調機１０２－１の運転
が再開されると、温度設定値出力制御部２１０による第１温度設定値の出力ロックは解除
され、第１温度設定値（T1）として算出された「２６℃」が再度設定されるようになり、
ニューロＰＭＶ制御が再開される（Ｓ１７、Ｓ１８）。
【００８３】
　（２）設定値変更モードによる処理
　図４（ｂ）は、空調システム１０側で手動で変更された現在温度設定値を、所定時間経
過後から最新の第１温度設定値に一定スピードで徐々に戻す設定値変更モードに設定した
場合の、当該空調機の現在温度設定値の変化の一例を示す図である。
【００８４】
　ここで「所定期間経過後」とするのは、空調システム１０ではビルの在室者からのクレ
ーム等により何かしら遠隔空調制御装置２０から設定した温度設定値では不都合があった
ことにより手動で変更された可能性が高いため、しばらくはこの変更された温度設定値を
優先するためであり、この「所定期間」は例えば０～１８０分程度で設定される。
【００８５】
　また、「一定スピードで徐々に戻す」のは、急激に温度設定値を変更することにより一
時的に室温が上がりすぎてしまうオーバーシュート現象を防ぐためであり、この「一定ス
ピード」は例えば０～６０分あたり１℃程度のスピードで設定される。
【００８６】
　図４（ｂ）に示すように、設定値変更モードでは、例えば空調システム１０の空調機１
０２－１の現在温度設定値が第１温度設定値（T1）として算出された「２６℃」から２０
時に手動で「２４℃」に変更されると、温度設定値出力制御部２１０により第１温度設定
値の出力がロックされ、変更後６０分は期間（P1）としてこの「２４℃」が優先される。
その後、２１時からは６０分あたり１℃のスピードで第２温度設定値が第１温度設定値に
戻るように、所定時間間隔で第２温度設定値算出部２１１において算出された第２温度設
定値（T2）が空調機１０２－１に設定される。
【００８７】
　ここでは第２温度設定値と第１温度設定値の温度差は２℃であるため、２時間かけて徐
々に第２温度設定値が第１温度設定値に戻るように変化しながら第２温度設定値が算出さ
れ、２３時に第２温度設定値は第１温度設定値と同値になる。
【００８８】
　その後、予め設定された当該空調機１０２－１の運転休止時間帯（P0）が経過して翌日
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の７時になり空調機１０２－１の運転が再開されると、温度設定値出力制御部２１０によ
る第１温度設定値の出力ロックは解除され、第１温度設定値（T1）として算出された「２
６℃」が再度設定されるようになり、ニューロＰＭＶ制御が再開される。
【００８９】
　また図４（ｃ）は、図４（ｂ）と同様に設定値変更モードに設定した場合の当該空調機
の現在温度設定値の変化の他の一例を示す図である。
【００９０】
　図４（ｃ）に示すように設定値変更モードに設定された状態において、例えば空調シス
テム１０の空調機１０２－１の現在温度設定値が第１温度設定値（T1）として算出された
「２６℃」から２０時に手動で「２４℃」に変更されると、温度設定値出力制御部２１０
により第１温度設定値の出力がロックされ、変更後６０分は期間（P1）としてこの「２４
℃」が優先される。その後、２１時からは６０分あたり１℃のスピードで第２温度設定値
が第１温度設定値に戻るように、所定時間間隔で第２温度設定値算出部２１１において算
出された第２温度設定値（T2）が空調機１０２－１に設定される。
【００９１】
　このとき、第２温度設定値が第１温度設定値の値まで戻る前（図４（ｃ）においては２
２時）に当該空調機１０２－１の運転休止時間帯（P0）に入ると、第２温度設定値（T2）
の算出、出力処理が停止される。その後、運転休止時間帯（P0）が経過して翌日の７時に
なり空調機１０２－１の運転が再開されたときには、手動で温度設定値が変更されてから
日付が変わっているため温度設定値出力制御部２１０による第１温度設定値の出力ロック
は解除され、第１温度設定値（T1）として算出された「２６℃」が再度設定されるように
なり、ニューロＰＭＶ制御が再開される。
【００９２】
　また図４（ｄ）は、図４（ｂ）、（ｃ）と同様に設定値変更モードに設定した場合の当
該空調機１０２－１の現在温度設定値の変化の他の一例を示す図である。
【００９３】
　図４（ｄ）に示すように設定値変更モードに設定された状態において、空調システム１
０の空調機１０２－１の現在温度設定値が、第１温度設定値（T1）として算出された「２
６℃」から２０時に手動で「２４℃」に変更されると、温度設定値出力制御部２１０によ
り第１温度設定値の出力がロックされ、変更後６０分は期間（P1）としてこの「２４℃」
が優先される。その後、２１時から当該空調機１０２－１の運転休止時間帯（P0）に入り
、同日中である２４時までの間に再度手動操作により空調機１０２－１のスイッチが入れ
られると、第１温度設定値の出力のロックが継続されるとともに第２温度設定値の算出処
理が再開される、
　図４（ｄ）においては、２２時にまだ在室している人により手動で空調機１０２－１の
スイッチが入れられ再度稼動し始めると、この時点では手動で「２４℃」に変更された日
と同日中であるため第２温度設定値（T2）の算出、出力処理が開始され、２２時から６０
分あたり１℃のスピードで第２温度設定値が第１温度設定値に戻るように、所定時間間隔
で第２温度設定値算出部２１１において算出された第２温度設定値（T2）が空調機１０２
－１に設定される。
【００９４】
　このとき、第２温度設定値が第１温度設定値の値まで戻る前（図４（ｄ）においては２
３時）に在室者により当該空調機１０２－１のスイッチが切られ、運転休止時間帯（P0）
に入ると、第２温度設定値（T2）の算出、出力処理が停止される。その後、運転休止時間
帯（P0）が経過して翌日の７時になり空調機１０２－１の運転が再開されたときには、手
動で温度設定値が変更されてから日付が変わっているため温度設定値出力制御部２１０に
よる第１温度設定値の出力ロックは解除され、第１温度設定値（T1）として算出された「
２６℃」が再度設定されるようになり、ニューロＰＭＶ制御が再開される。
【００９５】
　以上のような設定値キープモードまたは設定値変更モードにより、第１温度設定値の出
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力のロックが解除され（Ｓ１７）、ニューロＰＭＶ制御が再開される（Ｓ１８）。
【００９６】
　上記の処理において、温度設定値出力制御部２１０により第１温度設定値の出力のロッ
クが解除され再度第１温度設定値が出力されるようになったときの、時刻と、空調対象ビ
ルおよび該当する空調機を識別する系統名と、該当する空調機の温度設定値と、該当する
室内のＰＭＶ値と、室内温度計測値と、室内湿度計測値と、外気温度計測値と、外気湿度
計測値と、必要に応じて輻射温度などが履歴情報として履歴保存部２１４に保存される（
Ｓ１９）。
【００９７】
　以上の本実施形態によれば、遠隔地の空調制御装置により複数の空調機の運転を自動制
御しているときに、空調機が設置された現地で手動にて温度設定値が変更された場合に、
この変更をある程度反映させるとともに、オーバーシュート現象を起こすことなく適切に
自動制御に戻す処理を行うことができるため、遠隔空調制御装置に監視員を常駐させる必
要がなく、遠隔空調制御装置が設置された場所と空調機が設置された場所に時差があると
きでも、効率良く管理することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】本発明の一実施形態による遠隔空調管理システムの構成を示す全体図である。
【図２】本発明の一実施形態による遠隔空調制御装置の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態による遠隔空調管理システムの動作を示すシーケンス図であ
る。
【図４】本発明の一実施形態による遠隔空調管理システムで制御される空調機の温度設定
値の変化を示す説明図である。
【符号の説明】
【００９９】
　１…遠隔空調管理システム
　１０…空調システム
　２０…遠隔空調制御装置
　３０…ＶＰＮ
　１０１…室内温湿度センサ
　１０２…空調機
　１０３…ＤＤＣ
　１０４…外気温湿度センサ
　１０５…変換器
　１０６…監視装置
　１０７…ルータ
　１０８…ビル内ネットワーク
　２０１…送受信部
　２０２…状態値取得要求部
　２０３…計測値取得部
　２０４…現在温度設定値取得部
　２０５…室内ＰＭＶ値算出部
　２０６…目標ＰＭＶ値記憶部
　２０７…第１温度設定値算出部
　２０８…温度設定値比較部
　２０９…温度設定値出力制御部
　２１０…第１温度設定値出力部
　２１１…現在温度設定値監視部
　２１２…第２温度設定値算出部
　２１３…第２温度設定値出力部
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　２１４…履歴保存部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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